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○高 橋 瞿先生、どうでしょうか？ 









なぜかといいますと、2013 年の 4 月 4 日に、
日本銀行が異次元金融緩和をすると。 
 大事なのは、4 月 4 日に黒田総裁が「長期
金利は下げる」と言ったのに、そのあと 5 月
22 日に「上がるかな」と言ったのです。これ






































































































 500 円に 1 円とか 2 円でもついたら、「な









































○ 章  意図的というのは、銀行も相当サ
プライズしたよね。 
○田 代 はい。 








































































○ 瞿  問題はだいたい分かりますが、先
月（2013 年 12 月）、国務院が 107 号文件 
（規制強化の新たな指針）を発表しました。
つまり中国で。中国のシャドーバンキングは、
2009 年、2010 年に現れたもので、これはアメ
リカの証券とは違います。中国のシャドーバ
ンキングというのは、監視制度の下で発生し
たものです。・・・許可が下りたら、それを
誰か管理するシステムになっています。シャ
ドーバンキングの範囲は、すごく広くてイン
ターネットの金融システムも含まれます。 
一番大きいものでは、やはり信託というこ
とです。コントロールできるか、どうかは…
…。一つの意見としては、シャドーバンクは、
中国では調整的に見ています。特に、マイナ
スの要素が入ってないというように……。で
すから、それはコントロールする必要がない
と。これは私たちの管理システムが厳しい故
に生まれたものなので、それはあって当たり
前のものであるという認識です。それは、先
月の会議で述べられたものです。それは中国
の「独占禁止法」の管理機構や人民銀行のリ
ーダーが入っている会議に参加しているので
すが、彼らは、このシャドーバンクは中性的
銀行であるという共通の認識を持っています。
それに対して、マイナスの意見として、それ
は中国にリスクをもたらすはずだという意見
もあります。しかしそれは少数意見にすぎま
せん。コントロールできるかどうかも、私た
ちもちょっと疑問に思っています。一つのプ
ロジェクトを、今、国に申請しています。そ
のテーマは、シャドーバンクの信用拡大とシ
ステムリスクです。これから研究する段階で、
その答えを探っていきたいと思います。 
○高 橋 どうもありがとうございました。
それでは、そろそろ 6 時になりますので、こ
のへんで閉じたいと思います。 
 本日は、北京大学の章政先生、人民大学の
瞿先生、そして田代先生と、大変いいメンバ
ーが参加され、テーマに集中して議論ができ
て大変実り多い 1 日でした。どうもありがと
うございました。 
  
（以 上） 
 
 
 
